
長崎県へ
要望

長崎県へ
要望
10・30

親と子でつくる体験教室

－新県庁舎で初開催－新県庁舎 初開催
ガーデニングチェア作成ガーデニングチェア作成

2018
まちづくり
住宅フェア
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二
日
間
で
一
七
〇
組
を
完
売 

大
盛
況
！

中
小
建
設
業
者
・
職
人
の

仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
を
‼

―
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
継
続
と
拡
充
を
―

十
月
三
十
日
、
午
後
四
時
か
ら
岩
見
土
木
部
長
他
八
名
の
県
幹
部

に
対
し
、
北
村
協
会
長
、
舩
津
委
員
長
他
十
六
名
は
、
吉
村
（
庄
）、

坂
本
、
深
堀
、
山
田
、
西
川
県
議
同
席
の
中
、「
中
小
建
設
業
者
・

職
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
」
に
関
し
て
、
①
中
小
建
設
業
者
へ

の
工
事
発
注

②
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金
の
支
払

い

③
工
事
発
注
に
お
け
る
適
正
単
価
の
設
定

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
助
成
の
四
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

北
村
協
会
長
か
ら
岩
見
土
木

部
長
に
対
し
要
望
書
を
手
渡
し

た
の
ち
、
舩
津
委
員
長
が
、
中

小
建
設
業
者
へ
の
工
事
発
注
で

は
「
分
離
・
分
割
で
の
発
注
や

木
造
建
築
物
の
振
興
、
担
い
手

不
足
育
成
」
を
要
望
。

設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃

金
の
支
払
い
で
は
、「
労
務
単

価
が
技
能
労
働
者
ま
で
行
き
わ

た
る
積
極
的
な
取
り
組
み
と
法

定
福
利
費
等
の
必
要
経
費
が
適

切
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
元
請
へ

の
指
導
」
を
要
望
。

工
事
発
注
に
お
け
る
適
正
単

価
の
設
定
で
は
、「
最
低
制
限

価
格
の
引
上
げ
と

小
規
模
工
事
に
お

け
る
単
価
の
割
増

し
等
適
正
単
価
で

の
発
注
」
を
要
望
。

ま
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
で
は
、

「
三
世
代
同
居
近
居
促
進
事
業

の
継
続
と
大
幅
な
拡
充
」
を
要

望
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
岩
見
土
木
部

長
は
「
中
小
建
設
業
者
の
受
注

機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
小
規

模
改
修
事
業
で
五
億
円
の
予
算

を
確
保
し
て
い
る
。
工
事
発
注

に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
・
現
場

の
状
況
を
み
な
が
ら
分
離
・
分

割
発
注
を
行
い
、
ゼ
ロ
県
債
に

よ
っ
て
平
準
化
に
も
努
め
て
お

り
、
木
造
建
築
物
の
振
興
に
つ

い
て
は
低
層
建
築
物
で
の
木
造

化
や
内
装
の
木
質
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
」。

ま
た
、
賃
金
の
支
払
い
に
関

す
る
元
請
業
者
に
対
す
る
指
導

つ
い
て
は
、「
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
未
加
入
業
者
へ
の
立
ち
入

り
調
査
や
下
請
業
者
の
保
護
に

関
す
る
指
導
等
を
行
っ
て
い

る
」。
最
低
制
限
価
格
に
つ
い

て
は
「
現
在
九
〇
％
と
し
て
い

る
が
、
今
の
水
準
で
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と

し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い

て
は
「
政
策
課
題
に
対
応
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
に
つ
い
て
今

後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

回
答
。

そ
の
後
、
同
席
の
山
田
議
員

か
ら
県
産
材
の
活
用
や
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
に
係
る
補
正
予

算
の
計
上
な
ど
力
強
く
訴
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
北
村
協
会
長
が
、

建
設
産
業
は
他
の
産
業
と
比
べ

て
も
年
齢
構
成
が
高
く
な
っ
て

お
り
、
賃
金
な
ど
労
働
条
件
が

よ
く
な
い
と
若
い
技
能
者
は
育

た
な
い
。
若
い
技
能
者
を
育
て

る
た
め
、
ま
た
県
の
産
業
を
育

む
た
め
に
も
今
後
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
述
べ
、
終

了
し
ま
し
た
。

全
建
総
連
第
五
十
九
回
定
期
大
会
in
岐
阜

―
中
央
執
行
委
員
に
舩
津
委
員
長
（
再
任
）
―

全
建
総
連
第
五
十
九
回
定
期

大
会
が
、
十
月
十
七
日
か
ら
十

九
日
ま
で
の
三
日
間
、
岐
阜
県

岐
阜
市
「
長
良
川
国
際
会
議

場
」
で
開
催
。
全
国
か
ら
代
議

員
・
組
合
員
一
五
四
四
名
の
仲

間
が
集
結
し
、
建

設
長
崎
か
ら
十
五

名
が
出
席
し
ま
し

た
。主

催
者
を
代
表

し
て
吉
田
三
男
中

央
執
行
委
員
長
が

挨
拶
を
し
、
岐
阜

県
知
事
、
岐
阜
市

長
を
は
じ
め
各
政
党
の
国
会
議

員
が
出
席
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

一
日
目
の
本
会
議
で
は
第
五

十
八
期
経
過
報
告
と
財
政
決
算

報
告
の
あ
と
、
第
五
十
九
期
の

運
動
方
針
案
と
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
出
席
し
た
代
議
員
か
ら

は
活
発
な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
の
表
彰
で
、

一
日
目
が
終
了
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
社
会
保
障
や
労

働
、
賃
金
な
ど
十
の

分
科
会
に
分
か
れ
て

議
案
に
つ
い
て
の
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
各
分

科
会
か
ら
の
報
告
の

後
、
運
動
方
針
案
、
予
算
案
の

承
認
と
、「
組
織
拡
大
・
強
化

の
力
で
、
賃
金
・
単
価
引
き
上

げ
を
か
ち
取
り
、
魅
力
あ
る
建

設
産
業
に
し
よ
う
」
と
全
員
の

拍
手
で
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

組
合
運
動
に
貢
献
さ
れ
た
六

十
一
名
の
退
任
役
員
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
、
副
委
員
長
を
退

任
さ
れ
た
建
設
長
崎
の
北
村
顧

問
が
退
任
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

新
役
員
に
は
吉
田
中
央
執
行

委
員
長
、
勝
野
書
記
長
の
他
、

建
設
長
崎
の
舩
津
執
行
委
員
長

が
中
央
執
行
委
員
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

全全国国よよりり11，，554444名名のの仲仲間間がが集集結結

「
二
〇
一
八
ま
ち
づ
く
り
総

合
住
宅
フ
ェ
ア（
長
崎
会
場
）」

が
「
き
て
、
み
て
、
ふ
れ
て
、

す
ま
い
の
ヒ
ン
ト
！
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
十
月
二
十
七
日
・

二
十
八
日
の
二
日
間
、
長
崎
県

庁
で
開
催
。

初
の
新
県
庁
舎
で
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
、
庁
舎
一
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
、
屋
外
エ
リ
ア
に

併
せ
て
三
十
団
体
が
出
展
。

会
場
で
は
、
木
造
耐
震
の
実

演
、
漆
喰
壁
塗
り
体
験
、
釘
打

ち
・
丸
太
切
り
競
争
、
ク
イ
ズ

大
会
、
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
餅
ま
き

で
は
、
我
先
に
餅
を
拾
お
う
と

す
る
お
客
さ
ん
で
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
た
に
県
庁
舎

一
階
の
窓
ガ
ラ
ス
を
利
用
し
た

「
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
」や「
県

庁
舎
の
エ
コ
探
検
」
が
実
施
。

庁
舎
探
検
で
は
、
普
段
は
見
学

が
で
き
な
い
「
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー

ト
」
や
「
中
央
監
視
室
」
の
見

学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
に
引
き
続
き
小

学
生
・
中
学
生
を
対
象
に
「
お

仕
事
体
験
」
も
実
施
。

県
庁
舎
で
の
初
開
催
の
た
め

来
客
者
が
少
な
い
の
で
は
と
危

惧
し
ま
し
た
が
、
長
崎
市
内
、

時
津
町
、
長
与
町
の
各
学
校
な

ど
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
こ
と

も
あ
り
、
会
場
に
は
多
く
の
子

供
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、
組
合
・

協
会
で
取
り
組
ん
だ
「
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
」
も
準
備
し
て

い
た
百
七
十
組
の
材
料
は
二
日

間
で
完
売
す
る
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
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現場での安全管理徹底、
事故防止意識の向上をはかり
現場労災事故撲滅を目指そう‼ 11

▲要望書を手渡す北村協会長（右）

▲県庁にて要請する建設長崎・中小協会代表

▲役員を退任された
北村政和氏

毎月1回15日発行 2018年（平成30年）11月15日発行建 設 長 崎第641号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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組合員・家族慰安
爽やかな秋晴れのもと
組合員・家族　　 名参加794大運動会大運動会

・福引特賞・
豪華賞品が当たりました

けつ圧
競走

三
年
ぶ
り
の
開
催
に
大
盛
り
上
が
り
!

十
月
二
十
一
日
㈰
、
爽
や
か

な
秋
晴
れ
の
も
と
「
建
設
長
崎

組
合
員
家
族
慰
安
大
運
動
会
」

が
長
崎
市
琴
海
中
部
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、

一
昨
年
と
雨
天
の
た
め
中
止
と

な
り
、
実
に
三
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
、
県
下
各
地
か
ら
組
合

員
・
家
族
七
九
四
名
の
参
加
で

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
伊
藤
副
委
員
長

か
ら
の
開
会
宣
言
の
後
、
青
年

部
に
よ
る
大
会
旗
が
入
場
し
、

掲
揚
台
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
実
行
委
員
長
の
舩
津
執

行
委
員
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
紹

介
が
な
さ
れ
、
三
年
前
の
優
勝

旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
選
手

宣
誓
を
大
村
支
部
青
年
部
長
の

副
島
さ
ん
に
よ
り
力
強
く
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
全
員
で
準
備
体

操
を
行
い
、
競
技
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
中
の
競
技
は
、
幼
児
・

小
学
生
に
よ
る
五
〇
ｍ
・
一
〇

〇
ｍ
走
や
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

支
部
対
抗
リ
レ
ー
の
予
選
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
の
テ
ン
ト
の
中
で
は
、

弁
当
を
囲
ん
で
親
睦
を
深
め
る

和
や
か
な
光
景
も
見
ら
れ
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
、
子
供
達
に
よ

る
玉
入
れ
や
、
恒
例
の
ム
カ
デ

競
争
、
支
部
対
抗
リ
レ
ー
の
決

勝
が
行
わ
れ
、
ど
の
競
技
に
お

い
て
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

全
て
の
競
技
が
終
了
し
、
表

彰
式
の
後
、
舩
津
執
行
委
員
長

か
ら
の
講
評
、
田
中
副
委
員
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
最

後
に
舩
津
執
行
委
員
長
に
よ
る

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
を
三
唱

し
、
大
運
動
会
は
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

○支部対抗リレー表彰○

選手宣誓 大村支部
副島青年部長

▲おしろいバッチリ飴食い競走

▲子供たちの50m競走

◀
仲
良
く
ゴ
ー
ル

▲玉入れ競技

▲支部対抗リレー・力強い走り競り合う

開開会会式式風風景景

代表あいさつ
舩津委員長

お昼だよ全員集合

▲プラチナ友の会集合

中央支部

▲青年部による大会旗入場

▼あつまれ元気っ子

浦上西支部島原支部

▶ムカデ競走

▶
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

み
ご
と
1
位
▼

●クリーナー
諫早支部
渡辺智恵子さん

●ハンモック
佐世保中央支部
宮野 弘貴さん

●シートマッサージャー
平戸支部
末永美千代さん

●自転車
佐世保東支部
丸田 琴音さん

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第641号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2018年（平成30年）11月15日発行
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長
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
み
ん
な
で
進
め
る
働
き
方
改
革

十
月
二
十
四
日
㈬
午
後
一
時
か
ら
、
長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
ー

ル
に
て
長
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

人間ドック実施のお知らせ
長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、疾病

の予防と早期発見により健康管理の一層の推進を図る為、組合員と
配偶者（主婦）の「1泊2日」、「日帰り」の人間ドックを実施します。

■受診対象者
● 長建国保加入の組合員
● 配偶者（主婦）
【条件】 ①1泊2日 満40歳以上の方

日帰り 満35歳以上の方
②保険料を完納している組合員

■受診料（受診者の個人負担額）
個人負担額 1泊2日 受診者1人につき18，000円

日帰り 受診者1人につき7，000円
※申込の際に所属支部事務所で必ず納入して下さい。

■申込方法
受診申込は、所属支部事務所までお願い致します。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）

■実施期間
平成30年4月1日から翌年3月末まで実施致します。

※4月に所属支部事務所で申込を行った場合でも、病院側の受け入れ態勢等の
都合により必ずしも4月に受診出来るとは限りませんのでご了承下さい。

■検診の内容
①身体検査 ②血圧測定 ③心電図検査 ④眼底検査 ⑤尿検査
⑥便検査 ⑦血液検査 ⑧肺機能検査 ⑨胸部Ⅹ線検査
⑩胃部Ⅹ線検査 ⑪超音波検査 ⑫骨密度Ⅹ線検査 ⑬体力測定
⑭婦人科検診（子宮癌、乳癌） 等
※検査内容は、病院によって多少異なります。

■実施医療機関
・ながさき内科リウマチ科病院 ・さとう内科医院
・虹が丘病院 ・長崎原爆病院
・福田ゆたか外科医院 ・長崎北徳州会病院
・日赤諫早病院 ・大村市民病院
・佐世保中央病院 ・久保内科病院
・平戸市民病院 ・五島中央病院
※受診対象者（男性、女性）、受診区分（1泊2日、日帰り）、婦人科検診内容
（乳癌、子宮癌）等、詳しくは所属支部事務所までお問い合わせ下さい。

こ
の
大
会
は
、
長
崎
県
労
働

災
害
防
止
団
体
連
絡
協
議
会

（
七
団
体
）
の
主
催
で
、
長
崎

労
働
局
や
各
労
働
基
準
監
督

署
・
長
崎
県
の
後
援
で
毎
年
開

催
さ
れ
、
建
設
長
崎
か
ら
も
代

表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
舩
津
執
行
委
員
長
が

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
い
「
新

た
な
視
点
で
見
つ
め
る
職
場

創
意
と
工
夫
で
安
全
管
理

惜

し
ま
ぬ
努
力
で
築
く
ゼ
ロ
災
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
職
場
の
安
全

を
保
つ
た
め
に
尽
力
し
た
事
業

所
や
個
人
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
長
崎
労
働
局
健
康

安
全
課
渡
邊
課
長
よ
り
「
労
働

災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
長
崎
労
働
局
が
推
進
し

て
い
る
「
第
一
三
次
労
働
災
害

防
止
計
画
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
推
進
す

る
た
め
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
な
が
さ
き

ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長

坂
井
秀
章
氏
に
よ
る
「
心
臓
病

と
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
の
講
演
。
こ
の
と
こ
ろ
心

筋
梗
塞
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

職
場
に
お
い
て
も
日
頃
か
ら
心

臓
病
や
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

な
ど
が
ん
治
療
以
外
に
も
予
防

が
必
要
で
あ
り
、
心
臓
に
つ
い

て
も
元
気
に
仕
事
に
取
り
組
む

た
め
の
健
診
や
健
康
予
防
が
普

段
か
ら
必
要
な
ど
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
こ
の
日
を

契
機
に
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
づ
く
り
、
各
事
業
所
で
安
全

に
対
す
る
姿
勢
を
正
し
労
災
事

故
の
撲
滅
に
邁
進
す
る
こ
と
を

確
か
め
あ
い
閉
会
し
ま
し
た
。

◆◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
◆◆

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
、
一
、五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）一
月
十
日
に
予
防
接
種
を

し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
日
迄

に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証

②
予
防
接
種
の
費
用
と
分
か
る

領
収
書
及
び
明
細
書
等

③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
補
助
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

《補助例》
（例1）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、4，000円の
接種費用を支払った場合。
4，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝2，500円（補助額）

（例2）
インフルエンザの予防接種を1回接種し、1，000円の
接種費用を支払った場合。
1，000円（接種費用）－1，500円（控除額）＝－500円

⇒0円（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防接種
の窓口負担（支払額）が1，500円未満であった場合は、
補助事業の対象となりませんのでご注意下さい。

特定健診はお済みですか
自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

特特定定健健診診をを
受受けけままししょょうう！！

特定健診対象者の皆様には受診に必要な案
内書（受診券、特定健診実施機関一覧表、質
問票）をお送りしていますので再度ご確認下
さい。
尚、紛失された場合は再発行させていただきますので組合までご
連絡下さい。

長建国保に1年以上加入している40～75歳未満の
方で、特定健診受診券の交付を受けている方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている医
療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができま
せん。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いしま
す。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査
・肝機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行
います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合が
あります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はありませ
ん。
受診券に記載されている有効期限までに受診して下
さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時
を直接予約すると受診できます。お仕事などで決めら
れた日時に受診できなかったときも再度予約すれば受
診できますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしない
ようお早めに受診いただくことをおすすめします。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

予
防
の
為
、
ま
た

か
か
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
！
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諫
早
支
部

大
村
支
部

本
部
主
婦
会

日
帰
り
旅
行

十
月
三
十
日
㈫
爽
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
、
建
設
長
崎
本
部
主

婦
会
日
帰
り
旅
行
が
、
長
崎
市

の
「
長
崎
あ
ぐ
り
の
丘
高
原
ホ

テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
県
下
十

五
支
部
よ
り
八
十
一
名
の
主
婦

会
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。会

場
に
入
る
前
に
は
隣
接
す

る
「
あ
ぐ
り
の
丘
公
園
」
へ

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
。
園
内
に
入

る
と
か
わ
い
い
コ
ス
モ
ス
達
が

出
迎
え
て
く
れ
、
散
策
し
な
が

ら
色
鮮
や
か
な
コ
ス
モ
ス
を
背

景
に
写
真
撮
影
を
し
た
り
秋
を

感
じ
て
会
場
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。懇

親
会
で
は
、
金
子
副
会
長

の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
馬
場
会

長
、
舩
津
執
行
委
員
長
の
挨
拶

を
受
け
、
山
形
副
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
、
恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん

ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
、
温
泉
で

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
「
河
内
お
と

こ
節
」
を
踊
り
、
久
保
田
副
会

長
の
閉
会
挨
拶
で
日
帰
り
旅
行

を
終
了
し
ま
し
た
。

帰
り
は
長
崎
漁
港
が
ん
ば
ラ

ン
ド
に
立
ち
寄
り
、
魚
市
で
水

揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
魚
介
類

や
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
、
海
の

幸
を
原
料
に
し
た
加
工
品
な
ど

を
購
入
す
る
事
が
で
き
、
皆
さ

ん
満
足
し
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

〜
今
年
も
元
気
に
大
集
合
で
大
宴
会
〜

一
雨
ご
と
に
暑
さ
和
ら
ぐ
十

月
十
日
㈬
諫
早
支
部
で
は
プ
ラ

チ
ナ
友
の
会
を
食
楽
亭
で
開
催

し
ま
し
た
。
初
め
に
木
下
支
部

長
と
舩
津
委
員
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
近
松
大
先
輩
の
声
量
豊
か

な
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
。
今
年

も
い
つ
も
通
り
昔
話
に
華
を
咲

か
せ
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間

に
お
銚
子
の
山
を
築
き
上
げ
、

会
員
さ
ん
か
ら
舩
津
委
員
長
に

来
年
か
ら
年
二
回
の
開
催
を
要

望
す
る
声
が
出
る
な
ど
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
様
で
し
た
。
最

後
に
は
お
店
の
方
の
三
味
線
で

場
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
、
二
番

目
に
大
先
輩
の
嶋
﨑
さ
ん
の
一

本
締
め
で
来
年
の
再
開
を
確
認

し
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

追
伸
、
お
店
の
方
よ
り
「
今
年

も
元
気
に
沢
山
飲
ん
で
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、

お
褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

青
年
部

釣
り
大
会

十
月
二
十
八
日
㈰
、
大
村
支

部
青
年
部
の
釣
り
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

は
じ
め
予
定
し
て
い
た
蚊
焼

港
か
ら
瀬
渡
し
船
で
黒
島
に
行

く
予
定
が
、
前
日
に
な
っ
て
風

が
強
く
な
り
船
が
出
せ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
式
見
漁
港
か
ら

出
る
瀬
渡
し
船
で
近
く
の
瀬
に

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

出
港
し
て
瀬
に
向
か
う
途
中

で
、
船
が
な
ん
と
海
の
上
に
浮

い
て
い
る
ロ
ー
プ
に
引
っ
掛
か

り
立
ち
往
生
で
、
い
き
な
り
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト
。
そ
の
後
、
瀬

に
渡
り
釣
り
を
始
め
た
が
、
風

の
影
響
で
波
の
う
ね
り
が
ひ
ど

く
、
思
っ
た
よ
う
な
釣
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
が
、
青
年
部
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
参
加
人
数
は

九
名
で
し
た
。

今
後
も
毎
年
一
回
く
ら
い
は

続
け
て
い
き
、
参
加
人
数
も
増

や
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

（
副
島

具
巳
）

～深まる秋、懇親会で交流も深める～

萱
瀬
分
会

住
宅
デ
ー

～釣果は……。交流はバッチリ！～

～小さな職人さん、ものづくりを体験～

十
月
二
十
一
日
㈰
、
萱
瀬
分

会
で
は
氷
川
神
社
で
開
催
さ
れ

る
例
祭
に
合
わ
せ
、
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
開
催
時
は
大
雨
で
気
温

も
低
く
、
集
客
が
難
し
い
状
況

で
し
た
が
、
今
年
は
そ
ん
な
昨

年
の
雪
辱
を
果
た
す
の
に
ふ
さ

わ
し
い
秋
晴
れ
の
天
候
と
な
り

ま
し
た
。

朝
九
時
か
ら
皆
さ
ん
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
十
一
時
前
か

ら
木
工
体
験
教
室
と
左
官
壁
塗

り
体
験
を
ス
タ
ー
ト
。
祭
り
が

賑
わ
い
始
め
る
昼
過
ぎ
か
ら
は

子
供
達
が
集
ま
っ
て
き
て
、
一

息
つ
く
暇
も
な
い
ほ
ど
。
子
供

達
は
普
段
扱
い
慣
れ
な
い
金
づ

ち
や
左
官
道
具
を
用
い
て
、
楽

し
そ
う
に
作
品
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
も
、
沢
山
の
子
供
達
に

大
好
評
の
住
宅
デ
ー
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

鹿
町
分
会

住
宅
デ
ー

〜
晴
天
の
下
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
〜

北
松
支
部
で
は
、
鹿
町
分
会

を
中
心
と
し
た
十
七
名
の
参
加

に
て
十
月
二
十
八
日
㈰
に
鹿
町

文
化
会
館
で
住
宅
デ
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
雨
の
中
で
の
開
催

で
し
た
が
、
今
回
は
晴
天
に
恵

ま
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
の
会
場
は
、
地
元

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
中
学

生
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
す
の
で
、
組
合
の
ア

ピ
ー
ル
も
十
分
に
で
き
ま
す
。

例
年
、
研
ぎ
手
が
少
な
く
時

間
内
に
研
ぐ
こ
と
が
出
来
る
の

か
時
間
と
の
勝
負
で
し
た
が
、

今
回
は
十
五
名
を
超
え
る
研
ぎ

手
に
参
加
し
て
頂
き
、
瞬
く
間

に
持
ち
込
ま
れ
た
包
丁
を
研
ぎ

あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
も
鎌
や
鋏
は
お
断
り
を

し
ま
し
た
が
、
九
時
の
受
付
開

始
か
ら
終
了
時
間
ま
で
の
間
で

五
十
七
名
を
受
付
、
研
い
だ
包

丁
の
数
は
二
百
五
本
と
な
り
、

受
付
人
数
、
研
い
だ
本
数
共
に

昨
年
以
上
の
成
果
と
な
り
ま
し

た
。最

後
に
組
合
員
の
作
業
場
で

打
ち
上
げ
を
行
い
、
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
組
合

員
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
参
加
者
（
敬
称
略
）

大
串

博

高
月

康
男

二
階
堂
裕
也

一
瀬

純
男

津
上

章
司

高
木

剛

上
野

義
弘

髙
取

征
治

向
田

勝
利

宮
嵜

純
宏

塚
根

勇
吉

梅
原
光
史
郎

上
野
美
喜
雄

◎
参
加
者
（
順
不
同
）

萩
原

正
清

田
中

祐
二

前
田

修
一

筒
井

健
二

池
田

茂
夫

湯
村

保

野
中

毅

野
中

裕
生

中
野

芳
行

坂
中

善
男

田
中

誠
次

川
久
保

豊

近
藤

力
也

近
藤

生
喜

出
口

仁
美

松
田

直

和
田

茂
史

大
村
支
部

北
松
支
部
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